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室内環境［2021］

室内環境学
関連情報

1．はじめに(徳村雅弘)

室内環境学会(SIEJ)と非常に関連の深い,

ISIAQ(InternationalSocietyofIndoorAirQualityand

Climate)主催の国際会議「IndoorAir2020」が2020年11

月にオンラインで開催された。参加された三人の先

生方から,それぞれ違った立場からの参加報告を頂

いたので,報告する。

2．学会代表としての参加(関根嘉香)

SIEJは,韓国室内環境学会(KOSIE)および台湾室

内環境品質学会(TSIEQ)と学術交流を行っており,

毎年持ち回りで国際合同シンポジウムを開催してい

る。比較的最近では,2016年につくば,2017年に台

南,2018年にソウル,そして2019年に沖縄で開催さ

れ,特に沖縄大会は記憶に新しいところである。筆

者(関根嘉香)は,2018年ソウルで開催されたKOSIE

主催のシンポジウムに招待され,HanHwataik教授

(IndoorAir2020組織委員会会長)にお目に掛かり,In-

doorAir2020への協力を打診された。その後,Han

教授にはSIEJが主催する沖縄でのシンポジウムにお

越しいただき,ご講演の中でIndoorAir2020にかけ

る意気込みを語っておられたのは印象的である。今

回SIEJはIndoorAir2020の公式パートナーとして参

画し,開催に関する情報を随時会員に提供してきた。

今回,新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い,会

期の延長およびオンラインでの開催を余儀なくされ

たが,会期延長が決まった際,組織委員会に向けて

引き続きサポートする旨メッセージを送らせて頂い

た。

また筆者(関根嘉香)はPlenarySpeakerの栄誉に浴

し,Humanskingasandindoorenvironmentと題して

ビデオプレゼンテーションをさせていただいた。パ

ワーポイントのスライドにセリフを付けたものを作

成したが,初めてのことなので5回も撮り直しをし

た。尚,2021年6月にはTSIEQ2021:2021Conference

onIndoorEnvironmentalQuality,Health,InfectionPre-

ventionandIntelligentLivinginAsiaが台南で開催さ

れ,筆者(関根嘉香)はオンラインで招待講演させて

頂く予定である。今後ともSIEJのメンバーとして,

KOSIEおよびTSIEQとの学術交流を推進していきた

いと思う。

3．聴講者としての参加(鍵直樹)

基調講演(PlenaryLectures)が5件のセッションによ

る9名の講演(Table1),シンポジウム(Symposia)が15

件(Table2),ワークショップ(Workshops)が15件

(Table3),企画されていた。IndoorAirはこれらの

講演が充実しており,最新のIndoorAir分野の研究

の動向を知る上では,大変参考になる。基調講演に

ついては,講演者がオンデマンド方式により定刻に
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動画が配信され,講演が終了するとZoomのライブ

配信に切り替わり,座長の差配の元,ネット経由で

寄せられた質問も含めて,議論が展開される形であっ

た。シンポジウム,ワークショップについては,事

前録画のみのものもあったようだが,個人的には実

際に現地に赴いたような感覚で聴講することができ,

スライドも鮮明に見ることができたので,非常に満

足度が高かった。また,従来現地で開催されるシン

ポジウム,ワークショップについては,同時に複数

会場で開催されていることが多い。このようなオン

ラインでの開催であれば,好きな時間に全ての講演

を聞くことができるので,大変都合が良い。現地に

はいないので,アジア,米国,欧州で時差が存在す

るが,韓国とは時差がないため,この点からも都合

がよかった。議論されていた項目より,筆者の主観

的なIndoorAirの研究テーマについて検討すると,

まずこの新型コロナウイルス感染症に関し,ウイル

ス伝搬,エアフィルタによる対策技術についての情

報提供があったが,室内環境がとるべきコロナ対策

については今後の知見の蓄積が必要であろう。また,

古典的な室内空気汚染の検討とともに,リスク評価

にまで持ち込むための各要素を検討することの重要

性を感じた。IndoorAirを注目する上では,対象と

する汚染物質の絞り込みや低減手法の検討が必要で

あると共に,エネルギー消費や健康寿命など複合的

な要素を取り込むことが重要かもしれない。個人的

に注目していた調理による汚染物質の研究は,粒子

状物質ではなくガス状物質をリアルタイムで分析す

るような手法で検討を行っていた。分析機器の技術

発展によるものが大きいところではあるが,確かに

急激な発生,換気による排出の挙動を見るには,新

たな発見があるようにも思える。

4．発表としての参加(水越厚史)

私はポスター発表を行ったので,発表者としての

立ち位置から,当国際会議への参加について報告す
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Table1 ListofPlenaryLectures1)

PLENARYLECTURES

PLENARYSESSION01

INDOORAIRPOLLUTION:IndoorAirPollution:BurdenofDiseasesandControl

Approaches

YinpingZhang,TsinghuaUniversity

Everythingbutthekitchensink:Understandingchemicalcomplexityinourhome

DelphineFarmer,ColoradoStateUniversity

PLENARYSESSION02

HumanSkinGasandIndoorEnvironment

YoshikaSekine,TokaiUniversity

InsideandConquer:HowChemicalsRuleyourHome

NicolaCarslaw,UniversityofYork

PLENARYSESSION03

TheNexusofBuildings,GlobalHealth,andtheU.N.SustainableDevelopmentGoals

JosephAllen,HarvardT.H.ChanSchoolofPublicHealth

Pollutionfreeindoorair:Utopia,orrealityjustaroundthecorner?

LidiaMorawska,QueenslandUniversityofTechnology

PLENARYSESSION04

TheNeedforUnderstandingtheIndoorEnvironmentanditsOccupants

PhilomenaBluyssen,DelftUniversityofTechnology

HowcanscienceonIAQandhumanhealthbeimproved?

Carl-GustafBornehag,KarlstadUniversity

PLENARYSESSION05

Aerosol-Based-PrototypingforIndoorBioaerosolTreatment

JunghoHwang,YonseiUniversity
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Table2 ListofSymposia1)

SYMPOSIA

[SY01]DevelopmentofIndoorAirQualityControlandSafetyManagementTechnologyfor

Public-usefacilities

[SY02]HalvingparticulateinSeoulMetro

[SY03]MOCCIE2:MOdellingConsortiumfortheChemistryofIndoorEnvironments2

[SY04]ChemicalEmissionsandObservationsintheIndoorEnvironment

[SY05]ChemicalTransformationsandLaboratoryStudiesintheIndoor

[SY06]Advancingexposureassessmentofairpollutantsforenvironmentalriskmanagement

[SY07]IndoorAirModellingand(QuantitativeMicrobial)RiskAssessment・What'sMissing

andWhereDoWeNeedtoGoNext?

[SY08]Effectofindoorenvironmentonworkperformance

[SY09]Challengesinventilationfortheoperatingtheatresofthefuture(modelling,sensing

&control):Makingtheinvisiblevisible

[SY10]KitchenVentilationRequirementsforHighPerformanceHomes

[SY11]UnderstandingofIEQFactorInteractions-CurrentStatusandResearchNeeds

[SY12]IEA-EBCAnnex78:SubstitutingVentilationbyGasPhaseAirCleaning

[SY13]Occupant-centricbuildingdesignandoperation

[SY14]Effectsofindoorenvironmentalqualityonsleepquality

[SY15]Newstandardsforsafetyoffineandultra-fineambientparticles

Table3 ListofWorkshops1)

WORKSHOPS

[WS01]SloanWorkshoponTransmissionofSARS-CoV-2andenvironmentalinterventionin

indoorenvironment

[WS02]SloanWorkshoponIndooracid-basechemistry:findingsandimplicationsofan

IndoorAirMajorReview

[WS03]Thermalcomfortinvehiclefortheautonomousdrivingstage

[WS04]Workshopon'SchoolParticulateMatterCenterforEnergy&Environment

HarmonizationinKorea'

[WS05]AirCleanerTechnologiesForImprovingIAQ

[WS06]IndoorChemicalHumanEmissionsandReactivity(ICHEAR)

[WS08]Whatarethefuturefiltrationtechnologiesofparticulatematterorinfectiousaerosols?

[WS09]AModularMechanisticFrameworkforAssessingHumanExposuretoChemicalsin

Materials,ProductsandArticles

[WS10]GuidelineonAdaptivethermalcomfortapplicationinbuildingdesignandoperation

[WS12]Human-BuildingIntegrationasanInnovativePrincipletoControlIndoor

EnvironmentalQualityVOD

[WS13]Globalstudiesonindoorenvironmentandhealth,ajourneyfromdampnessto

chemicals

[WS14]EstimatingandComparingtheBurdenofDiseaseofIndoorAirPollutionworldwide

[WS15]ResilientCooling

[WS16]ConceptandapplicationofPCS(PersonalComfortSystem)forbuiltenvironment

[WS17]HealthierAirforHealthySchool
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る。今回のIndoorAir2020は,新型コロナウイルス

感染症の感染拡大の影響を受け,当初の日程が延期

され,また開催形式も現地開催からオンラインへと

変わった。状況によって変更されていく様子を発表

者側からリアルタイムで経験したので,開催までの

経過についてもご紹介したい。当初の開催日程は

2020年6月20～24日で,韓国ソウル市のCOEXでの開

催予定であった。また,当初のAbstractの投稿期限

は2019年11月15日で,ExtendedAbstract&FullPaper

の投稿期限は2020年3月1日であった。しかし,2月

18日に実行委員会より,Abstractの投稿状況の連絡

とともに,COVID-19の状況を見ていることと,この

問題に関してISIAQ理事会と連絡を取っていること,

スケジュールの変更があった場合可能な限り早く報

告することについて連絡があった。その後3月6日の

メールで10月以降に延期が決まったこと,そして,3

月14日のメールで11月1～5日に延期になったことが

連絡された。またその結果,新たなAbstractの投稿

期限が4月30日となった。このときCOVID-19等につ

いての新たなAbstractも募集された。なお,実際に

SARS-CoV-2やCOVID-19に関するWorkshopが1件あ

り(早稲田大学の田辺新一先生が対策として3密や建

物の換気についてご講演されている),研究報告は

少なくとも4件あった。6月15日にはオンサイトとオ

ンラインでも開催するというアナウンスがあった。

6月23日には参加方法に関してオンサイトかオンラ

インのどちらがよいかについてGoogleFormによる

アンケートが行われた。そしてついに7月15日,重

要なアナウンスとして,オンラインのみの開催にな

ることが連絡された。以上がオンライン開催の決定

までの流れである。振り返ると,前例がないなか,

実行委員会や理事会で検討を重ね,参加者の意見も

聞いて,短期間で方針が決定されていったことがわ

かる。

さて,次に実際に参加した感想について述べる。

参加といっても,やはりこれまでのように,現地に

行って,会場で実際に参加者の方々と会って,とい

うわけではないので,国際会議に参加したという実

感は少なかった。しかし,オンラインならではの興

味深い工夫もあり印象に残っている。例えば,学会

のオンラインのサイトに入ると,Fig.1のようにCG

で再現されたバーチャルな会場が表示される。これ

は静止画ではなく,参加者や看板などが動いている。

そして会場をクリックすると,会場内(ロビー)に入

り(Fig.2),多くの参加者でにぎわっている様子を見

ることができる(こちらも参加者は動いている。た

だしループしているので,少しシュールな感じもあ

る)。このホールから講堂,ポスター会場,企業展示

等,それぞれの会場の場所をクリックすることで,

その場所に行くことができる。本質的なことではな

いかもしれないが,このような演出があることで,

アクセシビリティが上がるし,テンションも少し上

がった。これがさらに自分のキャラクターを動かし,

好きな会場に行ったり,他の参加者のキャラクター
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Fig.1 バーチャル会場の外観の様子2)



Vol.24No.1

室内環境［2021］

と会話ができたりすると,より面白いかもしれない

と妄想した。発表を聴講または閲覧する場合は,会

場のプログラムから検索してリンクをたどることで,

口頭発表は録画されたものを見ることができ,ポス

ター発表はポスターの画像を表示することができる。

また,それぞれの発表の横にチャット形式のQ&A欄

があり,質疑応答を行うことができるようになって

いた。プレナリーやワークショップ,シンポジウム

はリアルタイムで配信され,質疑も行われ,その様

子をオンデマンドで見ることができるようになって

いる。また,企業展示場に行くと(展示場の案内を

クリックすると),各企業等のブースがあり,それら

をクリックすることで,いろいろな紹介を見ること

ができる。なお,開催期間中はブース訪問などでポ

イントが付き,上位者は賞品がもらえるという仕組

みがあった。

一般論ではあるが,オンラインやオンデマンドに

なっていることにより,現地に行かなくても発表す

ることができ,また,期間中,好きな時間に発表を

見ることができるというメリットがあった。なお,

オンデマンドの視聴は6か月間可能となっている

(2021年4月30日まで)。デメリットとして,実際に人

と会えないこと,そのため,発表がどのくらいの人

に興味を持ってもらえたのかわかりづらいことを感

じた。今後,現地開催が可能になった場合,オンラ

イン会議の仕組みがどのように併用されていくのか,

興味深く思っている。
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Fig.2 会場内（ロビー）の様子2)


